


問 3． あなたのお住まいの市町はどちらですか。 

 

 

問 4． あなたのご職業は何ですか。 

 
 

問 5． あなたの世帯構成は、次の中のどれにあたりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

217 

383 

242 

269 

201 

229 

186 

80 

4 

0 100 200 300 400 500

桑員区域 

三泗区域 

鈴亀区域 

津区域 

松阪区域 

伊勢志摩区域 

伊賀区域 

東紀州区域 

無回答 

504 

149 

347 

231 

515 

57 

8 

0 200 400 600

会社員・公務員・団体職員 

自営業 

パート・アルバイト 

専業主婦・専業主夫 

無職（年金暮らしを含む） 

その他 

無回答 

173 

559 

765 

193 

116 

5 

0 200 400 600 800 1,000

単身世帯（１人暮らし） 

一世代世帯（夫婦のみ） 

二世代世帯（親と子ども） 

三世代世帯（祖父母と親と子ども） 

その他の世帯 

無回答 



問 6． あなたの現在の健康状態を教えてください。 

 

 

問 7． あなたの世帯の経済状況（税込年収）を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

940 

661 

170 

8 

32 

0 200 400 600 800 1,000

健康 

慢性的な病気等を抱えているが 

日常生活に支障はない 

慢性的な病気等を抱えており 

日常生活に多少の支障がある 

病気等で寝ていることが 

多い 

無回答 

143 

254 

344 

267 

182 

133 

202 

108 

115 

0 100 200 300 400

100万円未満 

100万円以上～200万円未満 

200万円以上～300万円未満 

300万円以上～400万円未満 

400万円以上～500万円未満 

500万円以上～600万円未満 

600万円以上～800万円未満 

800万円以上～1,000万円未満 

1,000万円以上 





「訪問診療（往診）（医師の訪問）」（685名（37.9%））の順となっています。 

 

問 10． あなたが病気等で通院ができなくなった場合に、｢在宅医療｣や｢在宅介護｣を受けてみたいと思

いますか。現在、｢在宅医療｣や｢在宅介護｣を受けられている方は受ける前はどのように思ってい

ましたか。 

 

    病気等で通院ができなくなった場合に、「在宅医療」や「在宅介護」を受けてみたいと思うかお

聞きしたところ、「ぜひ受けたい」と答えた方が 297名(16.4%)、「できれば受けたい」と答えた方

が 804名(44.4%)、「どちらともいえない」と答えた方が 551名(30.4%)、「あまり受けたくない」

と答えた方が 106名(5.9%)、「まったく受けたくない」と答えた方が 17名(0.9%)となっています。 

    地域別に見ると、「あまり受けたくない」・「まったく受けたくない」の比率が東紀州で高くなっ

ています。 

 

問 11． あなたが｢在宅医療｣を受けることになった場合、まずどこに相談しようと思いますか。現在、｢在

宅医療｣を受けられている方は、まずどこに相談しましたか。 

 

    あなたが｢在宅医療｣を受けることになった場合、まずどこに相談しようと思うか、また現在、｢在

宅医療｣を受けられている方は、まずどこに相談したかお聞きしたところ、「病院」と答えた方（681

名（37.6%））が一番多く、以下「市役所・町役場」（506名(27.9%)）、「地域包括支援センター」（261

名(14.4%)）の順となっています。 

    「病院」は、年齢の低い方や年収の多い方ほど、選択率が高い傾向がみられます。 

297 

804 

551 

106 

17 

36 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

ぜひ受けたい 

できれば受けたい 

どちらともいえない 

あまり受けたくない 

まったく受けたくない 

無回答 

681 

78 

261 

506 

24 

28 

59 

63 

39 

72 

0 200 400 600 800

病院 

診療所 

地域包括支援センター 

市役所・町役場 

訪問看護ステーション 

居宅介護支援事業所 

介護サービス事務所 

社会福祉協議会 

その他 

無回答 



    「市役所・町役場」は、年収の少ない方ほど、選択率が高い傾向がみられます。 

    「地域包括支援センター」は、年齢が高い方ほど、選択率が高い傾向がみられます。 

 

問 12． あなたが自宅で、｢在宅医療｣を受けることになった（もしくは現在、受けている）場合、気に

なることは何ですか。 

 

    自宅で「在宅医療」を受けることになった（もしくは現在、受けている）場合、気になること

についてお聞きしたところ、「金銭面の負担」と答えた方（1,316名(73.6%)）が最も多く、以下「あ

なたの家族への負担」（1,046名(58.5%)）、「希望通りの医療や介護を受けられるか」（925名(51.8%)）

の順となっています。（複数回答） 

    「金銭面の負担」は、年齢が低い方や年収が低い方ほど、選択率が高い傾向がみられます。 

 

問 13． あなたが老人ホーム等の施設において、｢在宅医療｣を受けることになった（もしくは現在、受

けている）場合、気になることは何ですか。 

 

    老人ホーム等の施設で「在宅医療」を受けることになった（もしくは現在、受けている）場合、

気になることについてお聞きしたところ、問 12と同様に「金銭面の負担」と答えた方（1,437名

(80.5%)が最も多く、以下「希望通りの医療や介護を受けられるか」（1,023名(57.3%)）、「あなた

1,316 

156 

1,046 

336 

925 

266 

384 

22 

38 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

金銭面の負担 

あなた自身の体への負担 

あなたの家族への負担 

質の高い医療が受けられるか 

希望通りの医療や介護を受けられるか 

居住環境の問題 

病状が急変したときに不安 

その他 

特に気になることはない 

1,437 

154 

806 

360 

1,023 

294 

276 

21 

43 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

金銭面の負担 

あなた自身の体への負担 

あなたの家族への負担 

質の高い医療が受けられるか 

希望通りの医療や介護を受けられるか 

居住環境の問題 

病状が急変したときのこと 

その他 

特に気になることはない 



の家族への負担」(806名(45.2%))の順となっています。（複数回答） 

「金銭面の負担」は、年齢が低い方や年収が低い方ほど、選択率が高い傾向がみられます。 

「希望通りの医療や介護を受けられるか」は、年収が多い方ほど、選択率が高い傾向がみられま

す。 

 

問 14． あなたがお住まいの地域では、｢在宅医療｣を受けることができると思いますか。現在、｢在宅医

療｣を受けられている方は、受けることができると思っていましたか。 

 

    お住まいの地域で、「在宅医療」を受けることができると思うかお聞きしたところ、「十分にで

きると思う」と答えた方が 107名(5.9%)、「ある程度はできると思う」と答えた方が 786名(43.4%)、

「どちらともいえない」と答えた方が 648名(35.8%)、「今は難しいが将来的にはできると思う」

と答えた方が 101名(5.6%)、「できないと思う」と答えた方が 115名(6.4%)でした。 

    地域別に見ると東紀州・伊勢地域では「できないと思う」と答えた方が多い傾向がみられ、一

方、三泗地域では「できないと思う」と答えた方が少ない傾向がみられます。 

 

問 15． あなたやあなたの家族は、現在、｢在宅医療｣を受けていますか。 

 

    あなたやあなたの家族が、現在、「在宅医療」を受けているかお聞きしたところ、「あなた自身

が受けている」と答えた方は８名(0.4%)、「家族が受けている」と答えた方は 53名(2.9%)、「受け

ていない」と答えた方は 1,712名(94.5%)でした。 

 

107 

786 

648 

101 

115 

54 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

十分にできると思う 

ある程度はできると思う 

どちらともいえない 

今は難しいが … 

できないと思う 

無回答 

8 

53 

1,712 

38 

0 500 1,000 1,500 2,000

あなた自身が受けている 

家族が受けている 

受けていない 

無回答 



問 16． ｢在宅医療｣を受けている方におうかがいします（家族が受けている場合も含む）。あなたは下記

のようなサービスの中でどのサービスを受けていますか。 

 

    自身や家族が「在宅医療」を受けている方に対して、どのようなサービスを受けているかお聞

きしたところ、「訪問介護（ヘルパーの訪問）」と答えた方（26名(42.6%)）が最も多く、以下「訪

問診療（往診）（医師の訪問）」（25名(41.0%)）、「訪問看護（看護師の訪問）」（22名(36.1%)）、「訪

問リハビリテーション（リハビリスタッフの訪問）」（21名(34.4%)）の順となっています。（複数

回答） 

 

問 17． 現在受けている｢在宅医療｣に満足していますか。不満がある場合は、その内容について教えて

ください。 

 

    自身または家族が「在宅医療」を受けている方に、現在受けている「在宅医療」に満足してい

るかお聞きしたところ、「満足している」（「満足している」＋「ある程度満足してる」）方は 47名

(75.8%)でした。また、「不満がある」（「少し不満がある」＋「大いに不満がある」）方は３名(4.8%)

でした。 

 

25 

22 

6 

1 

2 

3 

21 

26 

0 5 10 15 20 25 30

訪問診療（往診）（医師の訪問） 

訪問看護（看護師の訪問） 

訪問歯科診療（歯科医師の訪問） 

薬剤師の訪問指導 

管理栄養士の訪問指導 

歯科衛生士の訪問指導 

訪問リハビリテーション 

（リハビリスタッフの訪問） 

訪問介護（ヘルパーの訪問） 

20 

27 

8 

3 

4 

0 5 10 15 20 25 30

満足している 

ある程度満足している 

どちらでもない 

少し不満がある 

大いに不満がある 

無回答 



問 18． 現在受けている｢在宅医療｣に不満があるのは、どういったところか教えてください。 

 

    自身または家族が「在宅医療」を受けており、現在受けている「在宅医療」に不満がある方に

どういったところに不満があるかお聞きしたところ、「スタッフの医療技術」と回答した方が２名、

「スタッフとのコミュニケーション」、「スタッフの振る舞い」、「対応を依頼した時の反応が遅い」

と回答した方が１名ずつでした。（複数回答） 

 

問 19． 人生の最終段階のおける医療について家族と話し合ったことがありますか。 

 
    人生の最終段階における医療について家族と話し合ったことがあるかお聞きしたところ、「詳し

く話し合っている」と答えた方は 32名(1.8%)、「一応話し合ったことがある」と答えた方は 567

名(31.3%)、「全く話し合ったことはがない」と答えた方は 1,068名(59.0%)でした。 

    年齢別に見ると、年齢が高くなるほど、家族との話し合いが増える傾向がみられます。 

    また、厚生労働省が「人生の最終段階における医療に関する意識調査（平成 25年３月）」とい

う全国規模の調査において本問と同じ設問で調査をおこなっており、その回答は「詳しく話し合

っている」と答えた方の割合は 2.8%、「一応話し合ったことがある」と答えた方の割合は 39.4%、

「全く話し合ったことがない」と答えた方の割合は 55.9%でした。 

 

 

 

 

1 

1 

2 

1 

0 1 1 2 2 3

スタッフとのコミュニケーション 

スタッフの振る舞い 

スタッフの医療技術 

対応を依頼したときの反応が遅い 

緊急時に連絡が取れないことがあった 

診療している時間 

診療内容についての説明 

その他 

32 

567 

1,068 

26 

61 

57 

0 200 400 600 800 1,000 1,200

詳しく話し合っている 

一応話し合ったことがある 

全く話し合ったことがない 

その他 

わからない 

無回答 



問 20． 病気などで人生の最期を迎えることになった場合、どこで過ごしたいと思いますか。 

 

    病気などで人生の最期を迎えることになった場合、どこで過ごしたいと思うかお聞きしたとこ

ろ、「自宅」と答えた方（912名(50.4%)）が最も多く、以下、「わからない」（432名(23.9%)）、「特

別養護老人ホームなどの福祉施設」（203名(11.2%)）、「高齢者向けのケア付き住宅」（138名(7.6%)）

となっています。 

    年齢別に見ると、年齢が高いほど「自宅」の選択率が高くなる傾向がみられます。 

    また、収入別に見ると、年収が高い人ほど「高齢者向けのケア付き住宅」の選択率が高くなる

傾向がみられます。 

 

４ 介護予防に関する質問 

問 21． あなたは｢介護予防｣について知っていますか。 

 

     「介護予防」についての認知度をお聞きしたところ、「知っている」と答えた方は 481名(26.6%)

（「よく知っている」94名(5.2%)＋「ある程度知っている」387名(21.4%)）、「知らない」と答え

た方は 1,290名(71.2%)（「言葉を聞いたことがある程度」718名(39.6%)＋「全く知らない」572

名(31.6%)）となっています。 

912 

13 

4 

138 

203 

65 

432 

44 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

自宅 

子どもの家 

兄弟姉妹など親族の家 

高齢者向けのケア付き住宅 

特別養護老人ホームなどの 

福祉施設 

その他 

わからない 

無回答 

94 

387 

718 

572 

40 

0 200 400 600 800

よく知っている 

ある程度知っている 

言葉を聞いたことがある程度 

まったく知らない 

無回答 



    年齢別に見ると、年齢が高くなるほど、「介護予防」についての認知度も高くなっています。 

 

問 22． 健康づくりや｢介護予防｣のために、あなたが効果的だと思うことはどんなことですか。 

 
    健康づくりや「介護予防」のために、効果的だと思うことについてお聞きしたところ、「バラン

スの取れた食生活をする」と答えた方（1,180名(67.3%)）が最も多く、以下「生きがいや楽しみ

を持つ」（956名(54.5%)）、「規則正しい生活をする」（933名(53.3%)）、「睡眠や休息をしっかり取

る」（825名(47.0%)）の順となっています。（複数回答） 
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333 

1,180 

933 

825 

418 

746 

462 

200 

181 

956 

185 

128 

192 

418 

254 

22 

14 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

自宅でできる運動を続ける 

仲間と一緒に定期的に運動をする 

バランスの取れた食生活をする 

規則正しい生活をする 

睡眠や休息をしっかり取る 

心の健康に気を付ける 

定期的に健康診断を受ける 

体の不調を感じたら、 

早めに診察を受ける 

歯や口腔の健康に気を付ける 

健康づくりや介護予防などについて 

学び、正しい知識を身に付ける 

生きがいや楽しみを持つ 

新しいことに挑戦するなど、 

前向きな気持ちを持つ 

地域の行事や活動に積極的に参加する 

読書をしたり、文章を書いたり、計算をするな

ど、頭を良く使うようにする 

普段からよく笑い、よくしゃべる 

仕事をする（就業） 

その他 

特にない 



問 23． ｢介護予防｣や身体機能の維持・向上にはリハビリテーションの専門職によるアドバイスを受け

ることも効果的です。三重県内のリハビリテーション施設やサービスの情報を提供したり、県民

へのリハビリテーションの普及啓発を行う機関である｢三重県リハビリテーション情報センター｣

を知っていますか。 

 

    「三重県リハビリテーション情報センター」の認知度をお聞きしたところ、「知っていると」と

答えた方は 43名(2.4%)、「聞いたことはあるが、内容までは知らない」と答えた方は 346名(19.1%)、

「全く知らない」と答えた方は 1,377名(76.0%)となっています。 

    年齢別に見ると、年齢が高くなるほど、「三重県リハビリテーション情報センター」についての

認知度は高くなっています。 

 

問 24． 地域で行われる行事や活動等への参加について、直近の３年間であなたが参加したことがある

行事等にはどのようなものがありますか。 

 

    地域で行われる行事や活動等への参加についてお聞きしたところ、「地域の清掃などの美化運動」

と答えた方（952名(54.0%)）が最も多く、以下「地域の祭りや運動会」（666名(37.8%)）、「地域

43 

346 

1,377 

45 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

知っている 

聞いたことはあるが、 

内容までは知らない 

全く知らない 

無回答 
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457 

952 

169 

134 

233 

61 

517 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

地域の祭りや運動会 

地域の自主防災・ 

防犯活動、交通安全運動 

地域の清掃などの美化運動 

地域の敬老行事 

子供や高齢者の見守り活動 

自治会や老人クラブ、 

サロンなどへの参加 

その他 

参加したことがない 



の自主防災・防犯活動、交通安全運動」（457名(25.9%)）、「自治会や老人クラブ、サロンなどへの

参加」（233名(13.2%)）の順となっています。（複数回答） 

      年齢別に見ると、年齢が低くなるほど、「参加したことがない」の選択率が高い傾向がみられま

す。 

 

問 25． あなたにとって、自身と地域の人とのつながりはどの程度だと感じていますか。 

 

    自身と地域の人とのつながりはどの程度だと感じているかお聞きしたところ、「強い」と答えた

方は 435名(24.0%)（「強い方だと思う」92名(5.1%)＋「どちらかと言えば強いほうだと思う」343

名(18.9%)）、「弱い」と答えた方は 735名(40.6%)（「どちらかと言えば弱いほうだと思う」476名

(26.3%)＋「ほとんどない」259名(14.3%)）、「どちらともいえない」と答えた方は 597名(33.0%)

となっています。 

     年齢別に見ると、年齢が高くなるほど地域とのつながりが強くなる傾向がみられます。 

 

問 26． あなたは、困ったときに頼ったり、助け合ったりできる｢ご近所さん｣はいますか(困りごとの大

小は問いません）。 

 
    困ったときに頼ったり、助け合ったりできる「ご近所さん」についてお聞きしたところ、「５人

以上いる」と答えた方は 186名(10.3%)、「１～５人いる」と答えた方は 1,154名(63.7%)、「誰も

いない」と答えた方は 431名(23.8%)となっています。 

92 

343 

597 

476 

259 

44 

0 100 200 300 400 500 600 700

強いほうだと思う 

どちらかと言えば 

強いほうだと思う 

どちらともいえない 

どちらかと言えば 

弱いほうだと思う 

ほとんどない 

無回答 
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1,154 

431 

40 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

5人以上いる 

1～5人いる 

誰もいない 

無回答 


